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概概要要：本研究では，京都・鴨川に関する古写真資料を複数の所蔵機関や個人から収集し，撮影位置のみ
ならず，写真に映る地物の情報を付加させた「鴨川古写真 GIS データベース」の構築を進めている．
古写真から読み取った地物にアノテーションを付与する際に，IIIF Curation Viewerと立命館大学 ARC
の画像データベースが採用している Image Note／UserMemoと呼ばれる機能とを比較検討した結果，本
データベースとの親和性が高い後者を採用した．また，緯度経度（位置情報）を付与するにあたり，
ESRI 社の ArcGIS Online を用いて鴨川を含む京都の古地図を参照しながら各地物の位置を特定した．
四条大橋周辺を事例に，河川環境の変遷分析をした結果，地物の「親水性」の有無などが明瞭に読み取
れた．古地図と地物情報を GIS データベースとして重ね合わせることで，精度の高い分析が可能とな
った． 
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Abstract: The purpose of this study is to construct "Old photograph GIS database on Kamo River" and discuss 
its status and issues. This database is a collection of old photographs of Kyoto and the Kamo River from research 
institutions and general public, and adds not only the location of the photographs but also information on the 
features that appear in the photographs. As a result of comparing the IIIF Curation Viewer and the Art Research 
Center (ARC) database of Ritsumeikan University when adding the feature read from old photographs as attributes, 
the latter, which has a high affinity with this database, could be used to annotate the feature. In addition, when 
assigning latitude and longitude (positional information), we specified the position of each feature by referring to 
the historical maps of Kyoto including the Kamo River using ESRI's ArcGIS Online. As a result of analyzing the 
transition of the river environment around the Shijo Bridge, the presence or absence of "hydrophilicity" could be 
clearly recognized. Superimposing the historical maps and feature information as a GIS database has made highly 
accurate analysis possible. 
Keywords: Kamo River, Old photograph, River Environment, GIS database 
 

１．はじめに 
本研究では，京都・鴨川に関する古写真資料（絵
葉書を含む）を収集し，撮影位置のみならず，写
真に写る地物の情報を付加させた「鴨川古写真
GISデータベース」の構築に向けた現状と課題を
報告する．河川や水辺を撮影した古写真は，名所
や市街地を写したものと比べて数少なく，当時の
河川環境や水辺景観を把握するためには貴重な
資料といえる．とりわけ，明治期は全国各地で洪

水被害が発生したこと，明治 29（1896）年に旧河
川法が制定されたこと，舟運や利水を目的とした
低水工事から築堤や流路変更などの治水を目的
とした高水工事へと転換したこと，など近世と比
べて河川環境が大きく変貌した時期である[1]． 
本研究で対象とする京都・鴨川の河川環境に着
目した研究は，歴史地理学や文献史学，土木史な
どによる近世のものが多い[2] [3] [4] [5]．ただし，
これらの研究で頻繁に使用されている名所図会
類では，河川環境の全体像を捉えるには限界も指
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摘されている．近年，鈴木らによって新たに発見
された絵図類を用いた河川整備や治水行政に関
する検討が進められている[6]．近代になると写真
や映像などの視覚資料が登場し，過去の景観を知
る重要な手掛かりとなる．これまで近代に建設さ
れた橋梁や，納涼床の利用，琵琶湖疏水の開通に
伴う変化，京阪電鉄の開通など河川環境の一部に
着目した研究が多く，近年では古写真を用いた景
観復原に関する研究が個別に進められてきた[7]．
そこで本研究では，近代日本における河川環境の
変遷について詳細に検討するために，山本らが構
築した「京都の鉄道・バス写真データベース」[8]
を参考に，河川・水辺に特化した「鴨川古写真 GIS
データベース」を構想した． 
他方，景観分析の手法に目をやると，絵図や文
字資料，記憶など様々な情報を，位置情報に基づ
く GISデータベースとすることで，定量的な分析
や他の定性的なデータ同士の比較など，より詳細
な研究の進展が期待されている[9]．なかでも各個
人のもつ記憶を地図化することで，失われた祭礼
景観の復原[10]や，寺院の門前地域といったロー
カルなスケールでの景観と地域住民との関係性
を検討することが行われてきた[11]． 
これらに対して，古写真を用いて様々な写真デ
ータベースが構築されているものの，GISデータ
ベースという視点から見ると，撮影地点の位置情
報にのみ関心が払われてきた[7] [8] [12]．しかし，
たとえば，岐阜県長良川の水辺の利用場所を古写
真などから特定し，それらを古地図上にプロット
することで，時代ごとの水辺空間と水辺利用の変
化の分析が行われているように[13]，古写真の撮
影地点に加え，そこに写る地物や人々の行動の情
報を古地図と関連付けることで，古地図からだけ
では読み取れない，その場所の利用のされ方とい
った，より詳細な景観分析も可能になる．しかし，
古写真に写る地物を GIS データベース化する手
法はまだ確立されていない．そこで本研究では，
個々の写真の撮影地点を特定するだけでなく，そ
れぞれの写真に映る地物やその場所の利用のさ
れ方などの情報も含めた GIS データベース化の
手法を検討する． 

２．研究資料および研究方法 
「鴨川古写真 GISデータベース」の構築にあた
り，まず，立命館大学アート・リサーチセンター
（以下，ARC）の古写真デジタル・アーカイブプ
ロジェクトによって構築された「ARC 景観型写
真ポータルデータベース」[14]（2022 年 11 月 1
日現在，88,692件の古写真が公開されている）の
中から，鴨川に関わる写真を抽出した．次に，京
都府立京都学・歴彩館が「京の記憶のアーカイブ」
において公開している写真や，京都市歴史資料館
蔵の『京都市臨時事業部写真帖』と立命館大学歴
史都市防災研究所蔵の歴史災害関係資料（『水害
写真：昭和十年六月二十九日』，『水禍と京都』，

『暴風水害写真』など）をデジタル撮影し，「京
都の河川景観写真データベース」[15]（図 1）に取
り込んだ（2022年 11月 1日現在，997枚公開し，
620枚非公開）．これらの収集した古写真データ
ベースの中から地点（橋）ごとに景観を把握でき
る写真を選定し，時系列に並べ，古地図や空中写
真なども使いながら，撮影時期や季節，河川の状
態，橋梁（デザイン等），護岸，護岸の高さ，樹
木，構造物の有無，人物などの要素を読み解き，
四条大橋を事例に河川環境の変遷分析を進めて
きた[16]． 

 
図 1 データベースの検索結果画面 

Figure 1 Image of search result of the database. 

３．地物情報の GISデータベース化 
3.1. アノテーションの編集ツールの比較検討 
古写真から読み取った情報をアノテーション
（注釈）として画像に付与するにあたって，IIIF 
Curation Viewerと ARCの画像データベースが採
用している Image Note や UserMemo の機能とを
比較検討した． 
まず，IIIF Curation Viewerとは，人文学オープ
ンデータ共同利用センター（Center for Open Data 
in the Humanities / CODH）が開発した IIIF準拠の
画像ビューワである[17]．IIIF とは，International 
Image Interoperability Frameworkの略称で，現在世
界的に普及しつつあるデジタル画像の公開規格
のことで，ページ移動やズームといった一般的な
ビューワの機能に加え，画像の指定範囲を抽出し，
横断的にコレクションして表示する機能や，コレ
クションした画像を curation.json形式で保存し，
公開・共有することも可能である[18]．また，切
り出した画像に緯度経度といった位置情報や地
物の種別を属性データとして入力し，それを
JSON形式で出力することもできる． 

IIIF Curation Viewerはシンプルなデザインのイ
ンターフェースで使いやすい反面，取り込む画像
が IIIFに準拠している必要があり，事前に画像を
対応させておくという技術的な課題がある． 
他方，本データベースで採用されている ARC
の画像データベースに組み込まれている，Image 
Note や UserMemo と呼ばれる編集機能を利用す
ることでも，地物にアノテーションを付与するこ
とが可能である．Image Noteとは画像中の特定の
箇所を枠で切り取ることができる機能で，その部
分に UserMemo を適用することができる。
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UserMemoとはキーワードやよみ，説明，備考な
どのメモ情報を入力できる機能である．この情報
は CSV形式で出力することもできる． 

UserMemoに入力できる項目数が少ないという
ことや，切り出した画像にオリジナルの URL が
生成されるわけではないという弱点はあるもの
の，これらの機能は構築したデータベース内に既
に組み込まれており，ARC のテクニカルサポー
トボードの支援が受けられるという強みをもっ
ている． 
以上より，IIIF Curation Viewerの機能と ARCの
画像データベースが採用している Image Note／
UserMemoの機能とを比較検討した結果，本デー
タベースとの親和性や支援が受けられる後者の
メリットを活かして，古写真に写る地物にアノテ
ーションを付与することとした． 
 
3.2. 地物のアノテーション付与の手順 
次に，ARC画像データベースに組み込まれてい
る，Image Note／UserMemo を活用した地物のア
ノテーション付与の手順について説明する．まず，
ImageNoteを用いて各古写真に写る地物を 1つ１
つ切り出す。そして，切り出した地物ごとに，
UserMemoのウィンドウ上で地物に関する属性情
報として，UserMemo上の項目「KEYWORD」に
地物の名称，「よみ」に緯度経度（緯度と経度の
間は「,」（カンマ）で区切る）を入力する（図 2）．  

図 2 UserMemo の入力画面と地物にアノテーション

を付与する例 
Figure 2 Image of input UserMemo and annotating 

features. 

なお，位置情報の取得にあたっては，オンライン
GISアプリケーションであるArcGIS Online（ESRI
社）を利用した．このアプリには，鴨川を含む京
都の旧版地形図や京都市都市計画基本図，京都市
明細図といった大縮尺地図がレイヤーとして公
開されている．これらの古地図を参照にしながら
各地物の位置を特定した． 
さらに，切り出した地物の特徴を検討するため
に，各地物が河川やその周辺に常設され固定され
たものであるか否かを「可動性の有無」として，
また各地物が水に親しむ機能を持つものである
か否かを「親水性の有無」として，それぞれ
UserMemo上の項目「項目 1」と「項目 2」に記録
した（図 2）．加えて，検索する際の便に供する
ために，どの地物にもUserMemo上の項目「Project」
に「kamogawa」という文字を，また「説明」欄や
「備考」欄にも何か気づいた点があれば入力する
ことにした． 

図 3 明治中頃の四条大橋 
（京都府立京都学・歴彩館所蔵） 

Figure 3 Shijo Bridge around the middle Meiji era. 
 

図 4 昭和 10 年頃の四条大橋 
（京都府立京都学・歴彩館所蔵） 
Figure 4 Shijo Bridge around 1935. 
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４．河川環境の変遷分析―四条大橋 
4.1. 地物のアノテーション付与の事例 
ここでは，地物のアノテーション付与の事例を

2例紹介する．各々の写真から読み取れる情報を
記述していく．まず 1枚目（図 3）は，京都府立
京都学・歴彩館所蔵「矢野家写真資料」の内の 1
枚である（データベース ID：rksi_965874）．撮影
時期は，「藤沢浅次郎君」の文字が見られる幟旗
があること，また，明治 26（1893）年に廃座され
た北座が見られることから，明治 24（1891）年頃
と推定される。撮影地点は，京都の中心部を東西
に通る四条通と，京都市中を流れる鴨川との交差
地点に架かる四条大橋西詰南側にある料亭「矢尾
政」から東方向を見たものである． 
この写真に写る四条大橋は，明治 7（1874）年
に架け替えられた鉄製の橋で，その上を人力車や
自転車を押す人々が往来している．左岸に目をや
ると，のちに京都市三大事業として実施される琵
琶湖疏水事業の付帯事業である鴨川運河建設前
の様子を確認することができる．まず，護岸は石
積みで，人間の背丈より少し高い 2mくらいの高
さである。そして，そこから鴨川の河原に高床が
張り出していたり，河原に降りるための梯子が見
えたりする．このように，左岸と河原とは物理的
な障壁が小さく，梯子を通じて直接アプローチす
ることができた．他方，河道においては中洲が大
規模に発達しており，その上に屋台と床几が多数
置かれている様子がみて取れる．近世の名所図会
などに表現されているような，中州で納涼を楽し
む文化が明治の中頃まで残存していたことが分
かる． 
次に，2枚目（図 4）は，1枚目と同じく京都府
立京都学・歴彩館所蔵の「黒川翠山撮影写真資料」
の内の 1枚である（データベース ID：rksi_962702）．
撮影時期は，京阪線の橋脚部分が昭和 10（1935）
年の京都大水害後の応急措置とみられる木組み
であること，昭和 15（1940）年に解体が始まる前
の四条大橋であることから，1枚目の写真からお
よそ 50 年弱の年月が経過した，昭和 10（1935）
年～昭和 15（1940）年と推定される．撮影地点も，
1枚目と同じ四条大橋西詰南側にある中華料理店
「東華彩館」から東方向を見たものである．アン
グルも 1枚目とほぼ同じではあるものの，東華彩
館の上階から四条大橋をやや見下ろす構図で撮
られているという差異が認められる． 
この写真に写る四条大橋は，明治末期～大正初
期の京都市三大事業における道路拡築事業にあ
わせて架け替えられたもので，橋の幅が広がって
その中央を市電が通うようになった．1枚目の写
真で見た左岸は，南座の手前に辛うじて姿を見せ
ている．この間，左岸には鴨川運河とその堤防上
に京阪電車が通るようになり，景観が大きく変わ
った．これにより，左岸から鴨川の河原に出る手
段も見当たらなくなった．なお，四条大橋南側の
京阪電車の橋脚部分は，昭和 10（1935）年の京都

大水害で損壊し，その応急措置が施されている様
子が痛々しく残る．一方，鴨川の河道に目をやる
と，中洲が取り払われ，全面的に水面が広がる．
また，四条大橋の南側には落差工とみられる構造
物もあり，かつての面影を見ることはできなくな
ってしまった． 
 
4.2. 四条大橋周辺の河川環境の変遷分析 
鴨川を撮影した古写真や絵葉書の中でも四条
大橋を主題としたものは他と比べて特に点数が
多い．これは四条大橋が明治初期から現代に至る
まで京都を代表するランドマークであったこと，
橋とその周辺が近世以来の繁華街であり，近代化
によって激しく変化する京都の街を象徴する場
所であったことによるものであろう．こうした理
由から，本研究では先行研究の知見[16]も活かし
ながら，四条大橋周辺の河川環境の変遷分析を古
写真などから試みた． 
図 5は明治 25（1892）年測量の仮製 2万分の 1
地形図上に，図 3の古写真に写る地物のアノテー
ションの一部を，図 6は昭和 10（1935）年測量の
京都市都市計画基本図（3000分の 1）の上に，図
4の古写真に写る地物のアノテーションの一部を
それぞれ示したものである．明治中期頃の鴨川は
岸と河床の比高は小さく中洲が発達しており，夏
には両岸と中洲に納涼床が並び，周辺には木造の
料理屋らしき建物が多くみられる（図 5）．これ
は近世の様相を色濃く残した状況である．明治中
期から後期になると左岸に鴨川運河が建設され
たことにより左岸側の納涼床があまり見られな
くなる．また季節にもよるだろうが中洲が小さく
なる傾向がみられる． 
大正 2（1913）年に鉄筋コンクリート造の新し
い四条大橋が架橋され，この頃には浚渫によって
中洲が減少し，それまで堤内地との境界が曖昧で
あった河床が河道として区別されていく（図 6）．
左岸は鴨川運河が拡張され京阪電車が運行する
ようになり，近代的なインフラが整備され，近世
的な河川利用が不可能な状況になっていく．右岸
は左岸で難しくなった納涼や飲食の空間として
の性質をさらに発展させ，料理屋は高層化し，テ
ラスのように鴨川に張り出した高床式の常設納
涼床が設置されるようになる． 
以上のように明治以降の四条大橋周辺は，明治
初期には近世以来の河川環境が色濃く残ったも
のであったものの，鴨川運河や京阪電車が建設さ
れることにより左岸側は近代的なインフラ機能
を担う地域となり，近世的な河川利用が難しい状
況に変化した．中洲も浚渫などにより減少し，流
路としての役割が固定化され人が川へ降りると
いった事が難しくなっていった．一方で右岸側は
左岸や中洲で不可能になった近世以来の納涼や
川べりでの食事といった親水機能を担うように
なってそれらの機能が集約され，料理屋の高層化
や納涼床の巨大化や常設化などが進んでいった． 
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図 5 明治中頃の写真から読み取れる親水性の有無 
Figure 5 Presence or absence of hydrophilicity around the middle Meiji era. 

 

図 6 昭和 10 年頃の写真から読み取れる親水性の有無 
Figure 6 Presence or absence of hydrophilicity around 1935. 
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５．今後の課題 
本研究では「鴨川古写真 GISデータベース」の
構築に向けて，古写真に写る地物を読み取り， 
GISデータベース化の現状を紹介した．これまで
古地図と古写真に写る地物情報を組み合わせた
（重ね合わせた）河川環境の変遷分析はほとんど
みられなかったが，本研究で提示した GISデータ
ベースに蓄積していく試みは，古地図だけでは読
み取れない詳細な景観や河川利用のあり方を分
析するのに有効であると考えられる． 
 今後の課題として，大きく 2 点挙げられる．1
点目は，「鴨川古写真 GISデータベース」に掲載
する古写真や絵葉書の点数を増やし，河川環境の
変遷分析をする上での空間的・時間的解像度を高
めることである．現在，鴨川を含む京都の古写真・
絵葉書群を数十年にわたり収集してこられた「鈴
木康久コレクション」のスキャニング作業を進め
ている．今後，四条大橋以外の地点にも着手する． 

2点目は，地物情報を GISデータベース化し，
ARCデータベースのシステムとArcGIS Onlineな
どのWebGISサイトを連携し，古写真，アノテー
ションを付与した地物，場所，読み取れる情報を
一画面で表示できるシステムの構築である．河川
環境の変化を時系列で可視化する機能もあれば，
利用者にとって利便性が高まるものと思われる． 
 

付記 
本研究は，立命館大学アート・リサーチセンタ
ー日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点の
2018～2022年度共同研究助成を受けた.  
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